
 数学に関する学習内容のうち、身につけた基礎的な力を生かして様々な問題を解決したり、工夫して生活
したりする力について調べる問題です。身近な事象について、文字式・平面図・表・グラフ・数量を求めるため
の手順などを利用しながら解決したり、説明したりする問題が出題されています。

《 誤答の内訳 （％）》

《 平均正答率 （％）》

《 正答数による分布 》

《 平均正答率 （％）》

50.7 50.8

＊平均正答率とは、ひとりひとりの児童生徒の正答率（全設問のうち何％の
　 設問に正答したか）を平均したものです。

  平均正答率は全国と比較して
  0.５ポイント下回っています 正答

誤答（書いたが不正解だった）
無解答（何も書かなかった）

海老名市 神奈川県 全国
全国との
比較

数学Ｂ 47.6 48.0 48.1 -0.5

 ３領域において全国と比較して
 やや下回っています

資料の活用 46.3 49.1 -2.8

-0.1

海老名市 全国
全国との
比較

数と式 47.2 46.3 +0.9

図形 47.0 47.1 -0.1
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無解答率（何も書かなかった）は11.8％でした。

＊「数と式」については、0.9ポイント上回ってい

ました。

＊「資料の活用」については、全国的に正答率が低

い状況ですが、さらに2.8ポイント下回ってい
ました。

海老名市 神奈川県 全国

＊正答率50％以下(0～7問)の生徒の割合は

54.1％でした。（全国は54.2％）

＊正答率80％以上(12～15問)の生徒の割合は

10.1％でした。（全国は11.0％）

全国と比較すると

正答数が8～11問の生徒が多く

12問以上の生徒が少ない

ことがわかります

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 (問)

10％

20％

中学校数学Ｂ（主として「活用」に関する問題）
平成２９年度

全国学力・学習状況調査



　＊（　　）内は、平均正答率の全国との比較

 ○ ２つの角の大きさが等しいことを三角形  ○ 全校女子の運動量調査の結果から
　　 の合同を利用して証明する。(+7.6) 　　 自分がどの位置にいるのかを調べる

　　 ために使う値の名称を選ぶ。 (-5.6)

 ○ ストローを並べてつながった六角形を  ○ 正三角形の辺上を２点が動くときに
　　 つくるとき、５個つくるために必要なス 　 　できる角の大きさについて、正しい
　　 トローの本数を求める。(+1.7) 　　 ものを選ぶ。(-4.8)

 ○ 節水量に関する「ｂ＝12ａ＋５×２」という  ○ 万華鏡の中にできる模様から、どの
　　 式について、３≦ａ≦５のときのｂの変域 　　 ような模様の正三角形を入れれば
　　 を求める。(+0.8) 　　 よいか選ぶ。 (-2.1)

資料を読み取るための必要な値を求める設問 （全国との比較-5.6）

　若菜さんの１週間の総運動時間は670分
です。全校生徒の女子の中で、若菜さんの
１週間の総運動時間より長い人が多いのか
短い人が多いのかは、670分とある値を比べ
ることでわかります。その値が、下のアからオ
までの中にあります。それを１つ選びなさい。
ア　平均値 イ　中央値
ウ　最頻値 エ　最大値
オ　最小値

☆数学Ｂのすべての設問は、国立教育政策研究所のホームページで見ることができます。

◆全国と比べて、正答数が８～１１問の生徒が多く、１２問以上の生徒が少ないこと、４領域中３
領域で全国を下回ったことから、基礎的な力を生かして問題解決する力を高める必要がある。

◆平均正答率がこれまで常に全国を上回っていたが、その差が徐々に縮まり、今年度初めて下
回ったことから、活用力を高める指導の改善が求められる。

◆ほとんどの設問について無解答率が全国と比べて高く、学習内容の習得に二極化が見られる
ことから、ひとりひとりに応じたていねいな指導を工夫する必要がある。

◆平成26年度から３年間、常に全国を上回ってい
たが平成29年度は初めて全国を下回っている。

◆平成26年度は全領域において全国を上回ったが
平成27年度は１領域、平成28年度は２領域、平成
29年度は３領域において全国を下回っている。

○問題解決の時間や主体的な学習を保障するなどの指導の工夫を図る。

◆ 「ひとりひとりの活用力を高める」ために

○表やグラフを作成したり読み取ったりすることによって問題解決する機会を多く取
　 り入れる。

◆ 「資料を活用する力を高める」ために

＊全校生徒の女子の１週間の総運動時間を
　 まとめた表と右のグラフを見て
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数学Ｂで平均正答率が全国を下回った設問の例


